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１．組織の概要及び認証・登録の対象範囲 

□組織の概要 

（１）名称及び代表者名 

一般社団法人 関西環境開発センター 

理事長    山田 吉孝 

 

（２）所在地 

  総務部・事業管理部    大阪府吹田市千里万博公園 1番 1号 

  教育訓練部        大阪府大阪市北区中津 1丁目 2番 19号 

 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

  責任者  事務局長     湊  和夫   TEL：06-6877-1847 

担当者  総務部総務課   小原 純子   TEL：06-6877-1847 

     事業管理部    土井 亜希子  TEL：06-6877-1847 

事業管理部    橋元 健太   TEL：06-6877-1847 

          教育訓練部    徳永 雅美   TEL：06-6372-9123 

 

（４）事業内容 

  総務部・事業管理部  施設運営管理業務、簡易専用水道検査 

  教育訓練部      ビルメンテナンス業に係る講習会・セミナーの開催、刊行物の出版 

 

（５）事業の規模 

     会員数 266社（2017年 4月現在） 

 

事務所 

（総務部・事業管理部） 

事務所 

（教育訓練部） 

万博記念公園 

及び関係諸施設 
合計 

従業員      17名 2名 71名 90名 

延べ床面積    156㎡ 45㎡ - 201㎡ 

           2017年度認証登録の対象範囲 

（６）事業年度  

4月 1日～3月 31日 
 

□認証・登録の対象組織・活動 

 登録事業者名 ：  一般社団法人 関西環境開発センター 

    対象事業所  ：  事務所（総務部・事業管理部） 

         事務所（教育訓練部） 

 対象外    ：  万博記念公園及び関係諸施設の現場業務（指定管理者制度導入により 

2018年 9月 30付で大阪府からの管理運営業務受託終了） 

 活動     ：  ビルメンテナンス業に係る講習会・セミナーの開催、刊行物の出版 

簡易専用水道法定検査業務 

施設運営管理業務 
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２．実施体制と役割 

2018年 4月 1日現在 

実施体制図 

 

 

 

   代表者         

   理事長         

   山田 吉孝         

              

   環境管理責任者         

   事務局長         

   湊 和夫         

                

         環境事務局      

       

小原・土井 

橋元・徳永       

                   
                  

教育訓練部  総務部  事業管理部  万博記念公園及び 

関係諸施設の現場業務 

（2018年 9月 30日付で大阪府

からの管理運営業務受託終了） 

教務課 
 

総務課 検査課 
 

業務推進課 
 

   

 

 

 

2017年度認証登録の対象範囲 
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役割と責任及び権限 

 
 

 役割・責任・権限 

代表者 

理事長 

山田 吉孝 

 

 

 

 

・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備 

・環境管理責任者を任命 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境目標・環境活動計画書を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・環境活動レポートの承認 

環境管理責任者 

事務局長 

湊 和夫 

 

 

・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

・環境目標・環境活動計画書を確認 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境活動レポートの確認 

環境事務局 

小原・土井 

橋元・徳永 

 

 

 

 

 

・環境管理責任者の補佐、エコアクション 21推進委員会の事務局 

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境目標、環境活動計画書原案の作成 

・環境活動の実績集計 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

各部門長 

 

 

 

 

 

 

・自部門における環境方針の周知 

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施 

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成 

試行・訓練を実施、記録の作成 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

全従業員 

 

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

３．環境方針 

 

一般社団法人 関西環境開発センター 

環 境 方 針 
 

 

一般社団法人 関西環境開発センターは「人、都市、自然のいい関係を創る豊かな人間環境

をめざして」という基本理念に基づき、事業活動を通して持続可能な社会の構築に貢献す

ることを目指すとともに、環境への負荷を減らし、地球温暖化問題への取り組みや地域の

環境活動に自主的・積極的に取り組むことで、事業者としての社会的責任を果たすように

努めます。 

 

１．環境に関する法規制、条例等を遵守し、環境目標と環境計画活動を定め、 

その実現を図るとともに持続的改善に努めます。 

 

２．地球環境保全のため、節電・エコドライブ等による二酸化炭素排出量の削減に 

取り組みます。 

 

３．省資源、再資源化のため、廃棄物の分別、減量化に努めます。 

 

４．節水及び適正な排水により、水資源の有効活用に取り組みます。 

 

５．環境への負荷を低減するため、グリーン購入を推進します。 

 

６．環境保全活動に積極的に取り組む企業や事業をＰＲし、会員企業に情報提供します。 

又、循環型社会の形成に取り組む活動を支援します。 

 

 

 

制定日：2015年 5月 28日 

一般社団法人 関西環境開発センター 

理事長 ῇ  ּἱ 
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４．環境目標及び環境目標に対する実績 

□主な環境負荷の実績 

項目 単位 2014年 2015年 2016年 2017年 

 ガソリン kg-CO2 9,002 8,487 8,768 8,696 

 電力 kg-CO2 テナントビルのため把握不可 

上記二酸化炭素排出量合計      

一般廃棄物削減 kg 不明 312 394 330 

コピー用紙等使用量削減 枚 不明 320,154 286,885 347,258 

水使用量削減 ㎥ テナントビルのため把握不可 

グリーン購入の推進 ％ - 55％ 53％ 54％ 

協賛会員の加入促進 社 - 1 1 2 

環境に配慮したオリジナルグッズ製作・販売 品 - 1 1  

清掃ボランティアへの参加 回 - 1 1 1 

※当社団は万博事務所（総務部・事業管理部）・中津事務所（教育訓練部）ともにテナントビルに 

 つき電気・水道・ガス使用量を個別に測ることができないので、数値目標としての環境目標は設 

 定せず、日常の取り組みを行う。 

  ※車両は万博事務所（総務部・事業管理部）のみ所有。 

  ※一般廃棄物、コピー用紙等は 2015 年 4月より計測スタートのため 2015年度実績を基準とする。 

  ※グリーン購入の推進、清掃ボランティアへの参加は 2015年度より取り組んでいる。 

※オリジナルグッズ製作・販売は 2017年度より環境目標から削除した。（2018年 9月 30日で万 

博記念公園の管理運営業務受託終了のため）。 

□環境目標及びその実績 

            年度 

項目 

基準値 

（基準年） 

2017年 2018年 

目標 

2019年 

目標 目標 実績 

 

ガソリン 
kg-CO2 

基準比 

9,002 

2014年 

8,732 

97％ 

8,696 

97％ 

8,642 

96％ 

8,552 

95％ 

電力 
kg-CO2 

基準比 
テナントビルのため把握不可 

上記二酸化炭素排出量合計       

一般廃棄物削減 
kg 

基準比 

312 

2015年 

306 

98％ 

330 

105％ 

303 

97％ 

300 

96％ 

コピー用紙等使用量削減 
枚 

基準比 

320,154 

2015年 

297,743 

93％ 

347,258 

108％ 

288,139 

90％ 

284,139 

87％ 

水使用量削減 
㎥ 

基準比 
テナントビルのため把握不可 

グリーン購入の推進 ％ 
55％ 

2015年 
57％ 54％ 58％ 59％ 

協賛会員の加入促進 社 - 2 2 2 2 

清掃ボランティアへの参加 回 - 1 1 1 1 
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５．環境活動計画  

環境目標項目 
実施 

責任者 
具体的実施項目 

二酸化炭素排出量

の削減 

自動車燃

料使用量

の削減 

 

検査課 

事業管理部 

・エコドライブの推進 

・不必要なアイドリングの禁止 

・空調の使用を控える 

【中期計画】更新時に低燃費車・低公害車への切り替え 

電気使用

量の削減 
総務課 

・ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレ等の照明は普段は 

消灯し、使用時のみ点灯 

・クールビズ、ウォームビズの取組推進 

・退社時におけるパソコンのシャットダウン徹底 

・効率よい仕事を心がけ、残業を最小限にするよう努める 

一般廃棄物の削減 総務課 

・紙類の分別の徹底（コピー用紙、新聞、その他の紙、ダンボ 

ール） 

・封筒、ファイル等の再利用 

・カートリッジ等のリサイクル化（業者回収の推進） 

・会議用資料や事務手続書類の簡素化 

・印刷物を作成する場合は、その部数が必要最小限の量となる 

ように考慮し、残部が出ないように配慮する 

【中期計画】３Ｓ（整理・整頓・清掃）活動の実施 

水使用量の削減 総務課 

・社用車の洗車を必要最小限に留め、洗車する場合は節水を励 

行する 

・日常的に節水を励行する 

・節水啓発シールを貼付し呼びかけを行う 

コピー用紙等の使用量削減 総務課 

・印刷機器のミスコピー防止（設定確認表示） 

・書面による郵送に代えて電子メールの活用 

・社内文書の裏紙利用・両面利用の徹底 

【中期計画】社内会議のペーパーレス化 

グリーン購入の推進 総務課 ・エコマーク等の製品を優先的に購入し使用する 

製品・サービスへの環境配慮 

総務部 

事業管理部 

教育訓練部 

・定期会員誌に環境情報や企業の環境事例を掲載し発行する 

（2回／年） 

・会員数を増やす（2017年度 2社、2018年度 2社、2019 年度 

2 社） 

・ホームページで環境に関する情報を提供する 

外周道路の清掃 全事業部 ・外周道路の清掃イベントへの参加 
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６．環境活動の取組結果の評価と今後の取組内容 

 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

  

① 自動車燃料使用量の削減 

2014年度  

燃料 
目標 

2017年度 

燃料 

評価 

数値 取組 

9,002（kg-CO2) 8,732（kg-CO2) 8,696（kg-CO2) ○ ○ 

 

【取り組み状況】 

  約 3％減となり、削減目標を達成することができた。 

 

【次年度の取り組み】 

  社用車 1台を低燃費車・低排出ガス認定車へ買い替えたことや、エコドライブ実践よる削減効果が見 

られた。検査件数の増減により走行距離にも影響がでるため単純に減らしていくことは厳しい面も 

あるが、引き続きドライバーと連携を図りさらなる削減を目指していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

環境に優しい低燃費車・低排出ガス

認定車を１台導入しました。 

全社用車にエコドライブステッカーを貼り 

エコドライブの啓発に努めています。 

車両点検表による、月１回の車両点検と 

エコドライブチェックを実施しています。 
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 ② 電気使用量の削減 

 

【取り組み状況】 

  節電ポスター・ステッカー等で従業員やテナント利用者に節電を推奨した。個別メーターがないた

め事務所単位での数値把握はできないが、エアコンの温度設定や昼休みの消灯はすっかり定着して

いる。離席時のパソコンの電源オフも浸透している。 

 

【次年度の取り組み】 

今後もこれまでと同様にこまめな節電を心掛けていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一般廃棄物の削減 

 

2015年 

排出量 
目標 

2017年度 

排出量 

評価 

数値 取組 

312(kg) 306(kg) 330(kg) × ○ 

 

【取り組み状況】 

前年度までの課題であったコピー用紙以外の雑紙類の分別はできるようになった。 

長年放置してきた備品・書類などの処分を行ったため排出量が増加し目標を下回った。 

 

【次年度の取り組み】 

今後も整理整頓を行い、適正な管理に努め、環境活動の推進と排出量の削減に繋げたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

節電ポスター・ステッカーの掲示 
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（３）水使用量の削減 

 

【取り組み状況】 

  共用部トイレの手洗い場や給湯室に節水啓発カードを貼付し、従業員やテナント利用者に呼びかけ

を行っている。個別メーターがなく事務所単位での数値把握はできないが、従業員の節水の意識は

浸透していると思われる。 

 

【次年度の取り組み】 

今後もこれまでと同様に各自で節水を心掛けていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）コピー用紙等の使用量削減 

 

2015年度 

使用量 
目標 

2017年度 

使用量 

評価 

数値 取組 

320,154(枚) 297,743(枚) 347,258(枚) × △ 

 

【取り組み状況】 

約 8％増加となり目標達成には至らなかった。社内会議の増加、新規講習会の立ち上げなどが原因 

と考えられる。 

 

【次年度の取り組み】 

約 8％増加となり目標達成には至りませんでした。一因として会議の増加、新規講習会の立ち上げな 

どが原因と考えられます。会議資料は可能な限りペーパーレスか両面コピーを徹底し、講習会資料は 

できるだけ早く印刷業者への外注に切り替え使用枚数削減および経費削減に繋げたいと考えていま 

す。 

 

 

 

 

節水ポスター・ステッカーの掲示 
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（５）グリーン購入の推進 

 

2015年度 

品目数比率 
目標 

2017年度 

品目数比率 

評価 

数値 取組 

55（％） 57（％） 54（％） × ○ 

 

【取り組み状況】 

  商品購入の際エコマークを意識して購入しているものの、前年度に続き今年度も目標達成には至ら 

  なかった。 

 

【次年度の取り組み】 

  コスト増につながる恐れもあり進めにくい点もあるが、来年は目標を達成できるよう取り組みを 

継続する。 

 

 

 

 

（６）製品・サービスへの環境配慮 

 

活動項目 評価 

定期会員誌に環境情報や企業の環境事例を掲載して発行（2回／年） × 

協賛会員数を増やす ○ 

ホームページで環境に関する情報を提供する ○ 

 

 

● 定期会員誌「ビル管理の研究と開発」 

11月発行の定期会員誌「ビル管理の研究と開発」にて、会員企業や関係団体に対して環境情報や企業の

環境事例を紹介しました。3月に発行予定だった定期刊行誌は次年度に繰越しとなりました。 

 

ＶＯＬ45－Ｎｏ.1（2017年 11 月発行）     

 

               環境に関する記事（抜粋） 

・ビルメンテナンスに求められる環境配慮とグリーン購入 

・ビル管理や清掃におけるエコマークの活用と今後の展開 
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（７）地域での環境活動 

活動項目 評価 

外周道路のゴミ拾いイベントに参加（2017年 11月） ○ 

環境啓発イベント出展（2017年 6月） ○ 

 

 

 

 

 

７．環境関連法規等の遵守状況 

法的義務を受ける主な関連法規は以下の通りです。 

 

適用される法規制 適用される事項 

廃棄物処理法 一般廃棄物 

家電リサイクル法 テレビ、冷蔵庫 

小型家電リサイクル法 携帯電話、パソコン、デジカメ 

自動車リサイクル法 車種：自動車 

 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。 

 

 

 

 

 

８．代表者による全体の評価と見直し 

 

「エコアクション２１」の取り組みより３年が経過し、従業員の日々の活動と協力により環境に対す

る認識と環境目標達成への意識は定着している。 

これまで対象外としていた万博記念公園及び関係諸施設の現場業務については、範囲拡大を想定し環

境負荷の把握など準備をしていたが、公園の指定管理者制度導入により 2018年 9月 30日付で大阪府か

らの管理運営業業務受託が終了となるため、拡大は行わない。今後、教育訓練事業、水道検査事業を含

めた体制のあり方についても検討していく。 
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９．その他環境活動 

□万博外周道路の清掃ボランティア参加 

2017年 11月 11日（土）、「第 16回万博ごみゼロウォーク」に職員 12名で参加しました。 

28団体、総勢 372名もの参加者が一周約 5kmの万博外周道路をゆっくり歩きながら、それぞれ割り

当てられた場所でのごみ収集活動を行いました。この日全参加者が集めた収集量は缶 179個、瓶 45

本、ペットボトル 125 本、燃焼ごみ 68 袋（50kg）となり、いずれも昨年に比べて増加していまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□環境啓発イベント「千里エコフェスタ２０１７」出展 

2017年 6月 18日(日)、吹田市資源リサイクルセンター（くるくるプラザ）で開催された「千里エ 

コフェスタ 2017」にブース出展しました。ブースでは万博公園内の落葉樹を 2、3年熟成させて作 

った「エコ堆肥」、レジャーシートで作った「エコバッグ」、地元企業オッペン化粧品とのコラボで 

開発した「エコ石けん」の紹介・販売を行ったほか、エコアクション 21の紹介やＫＫＣの環境活動 

の報告をパネル展示で紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 14 - 

 

□避難訓練、防火訓練 

2018年 2月 23日（金）、万博記念公園事務所とともに消防訓練を実施し、職員 4名が参加しまし 

た。緊急時対応訓練では、「万博記念ビル 2階エントランス会議室から出火、2階エレベーターホー 

ルに負傷者 1名」を想定し、府の公園事務所作成の「平成 29年度 万博記念ビル消防訓練要領」の 

詳細シナリオにのっとって総合訓練（通報訓練、消火訓練、避難訓練）を実施しました。総合訓練 

後、中庭にて消防署員により消火栓使用の訓練を受けました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□環境教育の実施 

従業員に対して環境に対する自覚を高める環境教育を定期的に実施し、自己啓発に努めています。 

 

2017年 5月 16日（火） 環境教育       2017年 10月 16日（月） 環境教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊次回の環境活動レポート発行は、2019 年 6 月予定です。 


